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想定されるアウトプット 3

想定されるアウトプット
 2050年頃までを念頭においたデジタル技術、人間、社会の未来像

・AI、ロボットなど技術の活用状況
・情報摂取の状況、メディアやコミュニケーションの変化
・その時代の人間の価値観、地域社会の姿

 人間とデジタル技術のあるべき関係性
・デジタル技術を「信頼できる伴走者」とするための考え方の整理
・安心・安全の観点から、技術に委ねてよいことと、人間が実施すべきことの峻別
・個人が保有する各種データの取扱い

 人間に求められる能力、デジタル技術の開発・実装において考慮されるべき要素
・心のレジリエンスの強化
・デジタル技術の力を借りて、人間のポテンシャルを引き出すことの可能性
・多様性・包摂性の確保の可能性

 本研究会における議論を通じて取りまとめるアウトプットとしては、次のようなものが想定される。
 １年目（第１サイクル）の議論において、全体について人間を起点にした議論を行う。その後、特に議論を深めるべ
き項目について、２年目（第２サイクル）に議論を行ってはどうか。




